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〈研究のイメージ〉 

 

不登校児童生徒が将来的に社会的自立をするためには，自立支援教室「きら星学級」

でどのような支援を行えばよいのか。本研究では３つの方策を立て，その有効性を検証

した。  

第１に児童生徒の内面の変容を客観的に見とるシートの工夫と活用の仕方である。質

問項目を数値化し，３ヶ月支援の中で定期調査することで自己肯定感や自己有用感とい

った内面の変容を客観視し，支援に活かすことができると考えた。  

第２に解決思考の｢ブリーフミーティング｣を定期的に行うことで，支援者が多面的・

多角的な視点を持ち，支援の幅を広げられると考えた。支援員アンケートの結果から「多

面的・多角的な支援計画の作成に有効だったか｣の項目で 100%の肯定的意見が出た。  

第３に児童生徒の変容を可視化した報告書の工夫と併せて，支援終結を見据えた学校

との情報共有を積極的に実施することで，切れ目のない支援ができると考えた。教師側

へのアンケートの結果から，終結前の情報共有は学校での支援案を再構築するため有効

であるとする意見が約 90%に上った。  

このことから，児童生徒の支援において「個別化」・「個性化」を図ることで自己肯定

感・自己有用感を育みつつ，報告書と併せた積極的な情報共有の場を学校と密に持つこ

とで切れ目のない支援に繋がり，将来的な社会的自立を目指す支援が充実したと考え

る。  
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≪自立支援教室「きら星学級」≫  

不登校児童生徒の自己有用感を育み、社会的自立を目指す支援の工夫 

～支援の「個別化」･「個性化」を図るブリーフミーティングの実践を通して～ 

 

那覇市立那覇中学校教諭 池田 弥生 

 

Ⅰ テーマ設定の理由 

中央教育審議会答申「幼稚園、小学校、中学校、高等学校及び特別支援学校の学習指

導要領等の改善及び必要な方策等について」（平成 28 年 12 月）において，予測困難な

社会の変化に主体的に関わることや，感性を豊かに働かせて社会や人生をよりよくする

力の育成が求められるようになった。同答申「次期教育振興基本計画」（令和５年３月）

においても，「 2040 年以降の社会を見据えた持続可能な社会の創り手の育成」が叫ば

れ，人間一人ひとりが幸せや生きがいを感じながら生きていく「日本社会に根差したウ

ェルビーイングの向上」が強調された。つまり，社会変化を前向きに受け止め，人間な

らではの感性を働かせて人生を豊かなものにする必要性の指摘である。  

文部科学省が行っている「学校基本調査」によると，「不登校」とは長期欠席者（年

間 30 日以上の欠席者）のうち，｢何らかの心理的，情緒的，身体的あるいは社会的要

因・背景により，登校しないあるいはしたくともできない状況にある者（ただし、病気

や経済的な理由による者を除いた者）」と定義している。令和４年度の調査によると，

小・中学校の長期欠席者数は 460,648 人（R3 年度 413,750 人），不登校児童生徒数

は 299,048 人（R3 年度 244,940 人）と大幅に増加し，不登校者数が 29 万人を超えた。

更に不登校数の 55．4％にあたる 165,669 人は 90 日以上の欠席者という結果である。

この状況は本市においても同傾向で，令和５年度 11 月速報値において，小学校在籍数

の 2.5%，中学校 7.4%の不登校率であり，那覇市はもちろん沖縄県における喫緊の課

題であるといえる。  

生徒指導提要では生徒指導の目的として「児童生徒一人一人の個性の発見とよさや可

能性の伸長と社会的資質・能力の発達を支えること」としており，達成する視点として，

「自己存在感の感受」「共感的な人間関係の育成」「自己決定の場の提供」「安全・安

心な風土の醸成」の４つが挙げられた。また，沖縄県のキャリア教育目標は「目的意識

を持って様々な人と協働し，社会を支える自立した人材の育成」となっており，自己指

導能力を持ち，他者と関わりながら協働する姿が求められている。  

令和３・４年度の２年間，教育相談担当教諭として不登校支援に当たる中で，子ども

たちを取り巻く環境の不安定さが不登校に直接起因している事案を目の当たりにした。

保護者や校内に配置されている教育相談支援員，スクールカウンセラー（ SC），子ど

も寄り添い支援員（SSW）と連携しながら生徒支援を行ったものの，膠着状態が続き進

展が見られないケースはいくつも存在した。しかしながら，不安を抱え自分自身を見失

いつつある不登校児童生徒においても誰一人取り残されることなく，安全・安心に過ご

せる場所が不可欠である。きら星学級で安心できる他者（支援員）と出会い，様々な体

験活動を進めていくことができれば，自己肯定感や自己有用感を高め，将来的な社会的

自立に繋がるのではと考えた。そこできら星学級を経営する中で，次の３点の方策に取
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り組んでいくことにした。第一に児童生徒の自己肯定感・自己有用感を見とることであ

る。回答を数値化すること，３ヶ月支援で定期に調査することで，児童生徒の変容を客

観的に把握し，効果的な支援に活かせると考えた。第二に「個別最適な支援」という観

点から，定期的に解決思考のブリーフミーティング（注１）（以下「BM」という）を

チームで実施し，多角的・多面的な視野で支援の幅を広げることが必要だと考えた。第

三に切れ目のない支援を意識するために，児童生徒の変容を可視化した報告書の工夫と

併せ，終結を見据えた学校との情報共有を積極的に実施する必要があると考えた。  

  そこで本研究は，以上３つの方策で支援の工夫を行うことで，不登校児童生徒の社会

的自立を目指すことができると考え，本テーマを設定した。  

（注 1）  精神科医ミルトン・ハイランド・エリクソン博士が，臨床実践に影響を受けて発展させた短期療法ブ

リーフセラピー）の考え方に基づき，「変化を起こすこと」によって課題を解決していく会議のこと

「 V 研究内容と方法」にて詳しく説明する。  

 

Ⅱ 研究目標  

  きら星学級における主体的な活動を通して，将来的に社会的自立ができる児童生徒を

育成するため，自己肯定感や自己有用感を高められるような「個別最適な支援」につい

て研究し，その有効性を検証する。  

 

Ⅲ 研究仮設 
 １ 基本仮説 

自立支援教室「きら星学級」において，シートを工夫して児童生徒の自己肯定感

や自己有用感を見とり，その変容を支援計画に活用する。「BM」の手法を用いて児

童生徒の支援を「個別化」･「個性化」することで個々のよさや可能性を伸ばすこと

ができ，自己決定を主とした社会的自立を目指す支援ができるであろう。  

 ２ 作業仮説 

(1)児童生徒の内面を見とるシートを工夫することで児童生徒への理解を深め，自己

肯定感・自己有用感の変容に気づくことができるであろう。  

(2)解決思考の「BM」を定期で実施し，多面的・多角的な視野から支援計画を作成

（修正）することで，児童生徒の「個別最適な支援」ができるであろう。  

(3)きら星学級での支援による児童生徒の変容について具体的に可視化できる報告書

を作成し，更に終結を見据えた情報共有を学校と実施することで，切れ目のない

支援ができるであろう。 

 

Ⅳ 研究構想図 
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Ⅴ 研究内容と方法 

１ 社会的な自立ができる児童生徒を育てるためには 

国・県が公示・通知した内容で不登校児童生徒の「社会的自立」に関する根拠を持つ

文書を，現学習指導要領から時系列に沿ってまとめた。  

国中学校学習指導要領  第 1 章総則（平成 2 9 年３月告示）「生徒の発達の支援」  

 

 

国文部科学省通知「不登校児童生徒への支援の在り方について」（令和元年 1 0 月）  

「不登校児童生徒への支援に対する基本的な考え方」  

 

 

 

国生徒指導提要（令和４年 1 2 月）第 1 0 章「不登校」支援の目標  

 

 

 

 

 

 

 

 

県沖縄県キャリア教育の基本方針（沖縄県教育委員会  令和２年）  

「キャリア教育で身につけさせたい力」（基礎的・汎用的能力）  

 

 

 

 

ふり返る力，見通す力の育成のために，  

「夢実現シート」も積極的に活用していく   

(図１)。日々学校へ登校できない児童生徒  

とって，社会的自立を育む支援の場として 

学校以外の関係機関である「きら星学級」の   

活用が見込まれる。児童生徒の意思や主体性  

を尊重した上で，安心できる支援員と共に多 

様な支援を実施することで，少しずつエネル   

ギーを高め，自己肯定感を回復しながら，  

より主体的な活動を行えるようになると考える。発展的に活動場所を自宅内から自宅

の外へとステップアップし，様々な体験と学びを通して社会的な自立を目指していく。

時には必要に応じ，相談チーム「はりゆん」に属する心理士の専門的な助言も得なが  

ら支援を進めていくこともできる。その中で，個々の児童生徒にとって「個別最適な  

図１  ｢夢実現｣シート  

＜支援の視点＞   

不登校児童生徒への支援は，「学校に登校する」という結果のみを目標にするのではなく，児童生徒が自らの

進路を主体的に捉えて，社会的に自立することを目指す必要があること。  

 不登校生徒については，保護者や関係機関と連携を図り，心理や福祉の専門家の助言又は援助を得なが

ら，社会的自立を目指す観点から，個々の生徒の実態に応じた情報の提供その他の必要な支援を行う。  

 不登校児童生徒への支援の目標は，将来，児童生徒が精神的にも経済的にも自立し，豊かな人生を送れる

ような，社会的自立を果たすことです。そのため，不登校児童生徒への支援においては，学校に登校すると

いう結果のみを目標とするのではなく，児童生徒が自らの進路を主体的に捉え，社会的自立を目指せるよう

に支援を行うことが求められます。（中略）  

 不登校で苦しんでいる児童生徒への支援の第一歩は，将来の社会的自立に向けて，現在の生活の中で，「傷

ついた自己肯定感を回復する」，「コミュニケーション力やソーシャルスキルを身につける」，「人に上手に

S O S を出せる」ようになることを身近で支えることに他なりません。  

「か」かわる力･･ ･人間関係形成・社会形成能力→多様な集団の中で他者と関わる力等  

「ふ」り返る力･･ ･自己理解・自己管理能力→行動を振り返り，改善につなげる力等  

「や」りぬく力･･ ･課題対応能力→問いを立てる力  等  

「み」とおす力･･ ･キャリアプランニング能力→自分の目標を設定する力  等  
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支援」とは何かをきら星学級支援員が考え、支援計画を作成していくこととする｡ 

２ 「個別最適な支援」の進め方 

「令和の日本型学校教育」の構築を目指して～全ての子供たちの可能性を引き出

す個別最適な学びと，協働的な学びの実現～（中央教育審議会答申 /令和３年）では，

目指すべき新しい時代の学校支援の姿として，「全ての子供たちの可能性を引き出す，

個別最適な学びと協働的な学び」とした。この中では，「個に応じた指導」を学習者

視点から整理した概念である「個別最適な学び」と同時にこれまでの「日本型教育」

において重視されてきた「協働的な学び」とを一体的に充実することを目指している。

「個別最適な学び」は「指導の個別化」と「学習の個性化」に整理され，児童生徒が

自己調整しながら学習を進めていくことができるよう指導することの重要性が指摘さ

れている。以上のことから「きら星学級」では，「個別最適な支援」の実施に向けた

児童生徒の理解及び支援の個別化が求められる。また，「個別最適な支援」の実施に

あたっては，児童生徒の興味関心等を踏まえた支援計画が必要であり，支援後の児童

生徒のふり返りも重要となってくる。支援計画と併せて児童生徒のふりかえりを繰り

返し見直すことで児童生徒の自己肯定感や自己有用感が高まると考える。  

(1)「はじめましてシート」「ふりかえりシート」の工夫  

きら星学級では，週２回の支援を３ヶ月間行うことを基本としている。初回支援

の際に児童生徒の内面を知るためのレディネスとして「はじめましてシート」の記入

をしている。支援開始前のインテーク（初回面談）時に支援員と顔合わせや相互に自  

己紹介ができることもあるが，実際に１対１で支援員と関わるのは初回時となる。  

「はじめましてシート｣と併せて１ヶ月目 (８回 

支援時),２ヶ月目（16 回支援時），終結時 (24 回 

支援時）と定期で調査を行うことで児童生徒のモチ  

ベーションや自己肯定感・自己有用感の動きを知る  

ことができる。自己肯定感が個人内で高められる感  

情であるのに対し，自己有用感は他者との関わりの  

中でしか育むことができない (図３)。他者や集団  

との関係の中で、自分の存在を価値あるものとして  

受け止める感覚こそが自己有用感である。「人の役  

に立った」「他者に喜んでもらった・感謝された・  

認められた」といった経験が生み出すとされている 

ため，自尊感情や自己肯定感とは異なるものとして  

認識されている。質問 10 項目の内訳として，図２ 

①  ･②は「学び・育ちの実感」，③～⑤は「学び 

に向かう力」，⑥～⑩は児童･生徒質問紙より自己

肯定感・自己有用感の高まりを見とる項目として作

成した。  

また，児童生徒の持つ興味関心の高まりに関し   

ても見逃すことのないよう，チャレンジしてみた  

いことを記述できる項目を作成した。児童生徒が表記することを基本とするが，苦手  

図３「自己有用感」３つの要素と関連性  

図２  ふりかえりシート  
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意識や発達の問題を抱えている子に対しては支援員が聴き取って代筆することを許容

している｡支援機関の３ヶ月間に児童生徒の内面がどのように変容していったか見と

ることができる手がかりとなる。  

 （2） 解決思考の「ブリーフミーティング」  

近年「チーム学校」が叫ばれる   

  ようになり，児童生徒の支援の在り  

  方は担任のみで抱え込まず，学校全  

  体で取り組むようになってきた。問    

  題解決に取り組む方法として，文部     

  科学省はインシデント・プロセス法    

（以下、IP 法）という方法を紹介   

している。 IP 法は，事例報告者が  

資料を基に事例の状況を説明し，参   

加者が事例報告者に質問を行う。 

その後，事例の見立てや具体的な対応策を個別に検討，グループ討議を行い，さらに  

全体で討議をした後に話し合った結果をまとめる方法である。しかし，事例報告が長  

くなりすぎることや，見立ての段階で原因探しや犯人捜しに終始してしまうこと，論  

点がずれてしまうことで具体的な対応策が見いだせぬまま終わってしまうことがある  

ことが指摘されている。この問題点を解決するために考案された数々の方法論から  

「ホワイトボード教育相談」を基にブリーフセラピーの考え方を取り入れ，手順を再  

構成したものがブリーフミーティング（以下，BM）である。  

 「BM」は，「変化を起こすこと」によって課題を解決していく会議方法である。  

「思考の外化」（アウトプット）することで参加者同士に共同の学習が生まれる。誰 

もが当事者意識を持ち，アイディア  

を出し合うことで変化を起こしていく   

ことが可能である。その上，言葉での  

外化が中心となっていることや会議の 

流れ・時間が明確で構造化されており，  

議論の内容がホワイトボードに視覚化  

されていることも特徴である。ブリー 

フセラピーの考え方を提唱した，精神  

科医のミルトン・ハイランド・エリク  

ソン博士は，｢人々の行動や思考は強固にパターン化されている」と考えており，

「このパターンを破壊することは，最も治療的な方法の一つとなりうる」としている。

「変化を起こすこと」によって課題を解決していく会議方法の重要性はその考えに基

づいている。「なぜうまくいかないのか」という原因追及の思考から，「どうしたら

うまくいくのか」といった解決思考へ転換をするためにも，「うまくいっている状態

では，どのようなことが起きているか」について考えることが重要であると述べられ

ている。きら星学級では支援に繋がる児童生徒への合理的配慮や支援が求められるた

め，担当教諭や担当支援員だけでは課題の対応に限界が生じる現実がある。そのため

表１  これまでの会議とＢＭの対照表  

図４  ホワイトボードの掲示内容と説明  
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チームとして同じ自立支援教室の「むぎほ学級」や相談「はりゆん」と共に週に１度

BM を研修として実施している。軸がぶれることなく具体的な対応策にたどりつくこ

とができるため，参加者全員の良い刺激となり，回を重ねるごとに参加者全員の支援

に対する学びが生まれる。定期的に BM を実施することで参加者全員が解決思考の考

え方を学び，支援内容に変化を起こすことを意識していくことで，児童生徒にとって

個別最適な支援を行うことができると考える。  

（1）  児童生徒の変容を共有する学校との連携方法 

きら星学級へ通級することになった児童生徒は３ヶ月の支援を基本としている。  

在籍校へは，毎月支援経過報告書と翌月の支援計画書を提出し，児童生徒の支援の様

子を共有している。昨年度より支援経過報告書に支援観点の欄を設け，児童生徒の主

体性を大事にしながらも「生きる力」を育むため，「知識・技能」「思考力・判断

力・表現力」「学びに向かう力・人間性等」の３観点で評価を行っている。また，支

援の結果として成果や課題，今後の支援策を表記している。児童生徒にどのような変

容が見られ，今ある課題に対しきら星学級でどう支援を進めるか。その中で終結後の

子ども像を学校と共有し，明確にすることが支援経過報告書の重要な役割となってい

る。在籍校へ各１部ずつ届けているが，校内での情報共有がきちんとなされていない

ことがあった。そのため，３ヶ月（24 回）支援の半分を終える時期に在籍校へは終

結予定日を再度知らせ，行ってきた支援について情報共有する場を可能な限り設定し

た。生徒指導担当と学級担任，特別研究員で情報共有することで，切れ目のない支援

ができると考える。  

 

Ⅵ 結果と考察 
１ 「作業仮説１」の結果と考察 

 

 

これまできら星学級で支援を行った 50 名の児童生徒（一時支援は除く）に対して，

「はじめましてシート」と「ふりかえりシート」を活用し，記入を行ってもらった。  

検証１＜全体として＞ 

  児童生徒の内面を見とる質問 10 項  

 目について，「１→全く思わない」  

「２→少し思う」「３→まあ思う」  

「４→とても思う」の４段階で点数化  

し平均値を算出した。その結果は次の  

グラフのようになっている（図５）。 

支援した児童生徒全体の平均値（棒グ 

ラフ）と，小学生（点線）と中学生 

（実線）で仕分けた平均値を出して比 

較した。全体の平均値としては大きな   

変化は見られなかった。 

  

児童生徒の内面を見とる「はじめましてシート」「ふりかえりシート」を工夫することで児童生徒への

理解を深め，自己肯定感・自己有用感の変容に気づくことができるであろう。  

3.5

2.8 2.8 2.7
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4

0

0.5

1

1.5

2

2.5

3

3.5

4

初回 1か月 2か月 終結時

はじめまして・ふりかえりシートの変容

全体 小学校 中学校

図５  はじめ・ふりかえりシートの変容  



- 77 - 

 

検証２＜質問項目を部分抽出して＞ 

  児童生徒が支援を受ける中でどの項 

目に変容が強く表れるのか項目毎に平  

均値を出した。各項目の最大値が４ポ  

イントのため小数点以下第１位まで求  

め細かな変容が見られるよう算出し，  

比較してみた（表２）。 

すると，「学び・育ちの実感」「学 

 びに向かう力」「自己肯定感・自己有  

用感の高まり」に関する項目で変容が   

見られた。きら星学級の特徴であるマ  

ンツーマン支援の強みが，項目８の高さで表れている。児童生徒を受け入れ，寄り添う

姿勢で接する支援員の努力の結果と言える。  

検証３＜個別の児童として＞ 

これは相談チーム「はりゆん」より繋がったケースの支援児童Ａの変容である。  

 １年以上もの間，学校へ登校するこ  

とが出来なかった児童で緊張感が非常  

に高く，支援室のある津波避難ビルで  

の支援にせず，自宅や学校からほど近 

い公民館を活用しての支援を行った 

（表３）。初回と比較すると，質問１  

「今，やってみたいことがある」と質  

問２「活動したことを誰かに伝えたい  

と思う」の「学び・育ちの実感」を問   

う項目に数値の伸びが見られた。  

【考察】  

検証１が示す結果は，３ヶ月の支援の

中で各数値に大きな変容は見られなかった

ということである。これはきら星学級へ繋

がった時点で既に不登校状態が長引いてい

る児童生徒が多く，３ヶ月という限られた

期間の支援で大きく変容させることの難し

さだと感じる。その中において支援に繋が

った初回時の平均値を見ると，児童生徒が

体得している興味関心やきら星学級に対する期待感は，小学生が高い数値（ 3.5 ポイン

ト）を示している。同じ初回時でも中学生の数値の低さ (2.7 ポイント)は，先に述べ

た不登校期間の長さが関係していることが考えられる。終結時に平均値が 2.5 ポイン

トから 2.8 ポイントへ持ち直しているのを見ると，学校との繋ぎを意識した支援を実

施する中で在籍する中学校の担任や生徒指導主事との関係を繋いだことから，生徒を認

め受け入れる幅が広がり，自己肯定感や自己有用感の高まりに繋がったと考えられる。

初回 1か月 2か月 終結時

2.4 2.3 2.6 2.7

1 今、やってみたいことがある 2.5 2.5 3.1 2.4

2 活動したことを誰かに伝えたいと思う 1.5 2.2 1.8 2.9

3 色々な種類の活動を体験してみたいと思う 2.9 3.3 2.9 2.8

4 分からないことがあったら、解決してみたいと思う 1.9 2.3 2.1 2.6

5 何かに取り組むときは、工夫したいと思う 2 2.5 2.5 2.3

6 物事を最後までやりとげて、うれしかったことがある 3.2 3.3 3 2.8

7 自分にはよいところがある 1.8 2.1 1.9 2.3

8 支援員はあなたのよいところを認めてくれる 3.1 3.2 3.3 3.3

9 きら星に通うのが楽しみである 2.8 3 3 3.1

10 学校の先生はあなたのよいところを認めてくれる 2.4 2.8 2.5 2.6

児童生徒全体

初回 1か月 2か月 終結時

2.1 2.0 2.8 2.0

1 今、やってみたいことがある 1 1 4 2

2 活動したことを誰かに伝えたいと思う 1 2 1 2

3 色々な種類の活動を体験してみたいと思う 2 3 4 2

4 分からないことがあったら、解決してみたいと思う 2 3 1 2

5 何かに取り組むときは、工夫したいと思う 3 1 1 1

6 物事を最後までやりとげて、うれしかったことがある 2 1 4 1

7 自分にはよいところがある 2 2 1 2

8 支援員はあなたのよいところを認めてくれる 3 3 4 3

9 きら星に通うのが楽しみである 2 2 4 2

10 学校の先生はあなたのよいところを認めてくれる 3 2 4 3

児童Ａ

表２  ふりかえりシート変容（児童生徒全体）  

表３  ふりかえりシート変容（支援児童Ａ）  

図６  自己肯定感･自己有用感の高まり（在籍校ｱﾝ ｹ ｰ ﾄ）  

肯定意見は  

9 5 . 3％  
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不登校児童生徒の支援はきら星学級だけでは完全な解決をすることはできないため，学

校→きら星学級→学校と連携を密にしながら切れ目のない支援を実施することが最も重

要であることが分かる。令和５年度に支援で繋がった児童生徒の在籍校の教頭・生徒指

導主任（生徒指導主事）･担任へ採ったアンケートでは，きら星学級へ繋いだことで児

童生徒の表情や言動，他者との関わり方やその後の進路に対する考え方等で自己肯定感

や自己有用感が高まっていると感じている教職員が９割を超えている（図６）。 

検証２が示す結果は，児童生徒が３ヶ月の支援期間でどの項目に大きな変容があった

かである。１番大きな変容が見られたのは，質問２「活動したことを誰かに伝えたいと

思う」という学び･育ちの実感を問う箇所で大きな高まりを見せた（初回時 1.5→終結

時 2.9）。また，質問４「分からないことがあったら，解決してみたいと思う」におい

てもわずかに数値が上昇した（初回時 1.9→終結時 2.6）。質問７「自分にはよいとこ

ろがある」も初回時と比較し 0.5 ポイントの上昇が見られた。児童生徒の存在感を認

める多くの大人と出会い，関わりを深めていく中で他者との関わりに少しずつ自信を高

めていることが分かる。また問題解決に関しては，興味関心のある活動を追求していく

中で，分からないままにすることなく，きちんと解決したいという探究心が高まってい

ることが分かる。担当支援員や学校の先生方と関係を深めていく中で，児童生徒の良さ

や頑張っている部分を認められたり，賞賛されるといった成功体験を積むことで自己肯

定感・自己有用感が高まったと言える。  

検証３が示すのは，きら星学級の支援における連携の大切さである。数値的には大き

な変化が見られないのは終結することへの児童の不安であるように感じられた。しかし

次のような背景を踏まえると，当該児童にしては大きな変容だったと言える。長い不登

校期間を経て相談チーム「はりゆん」へ繋がり，そこからの見立てできら星学級へ繋が

った。その支援の中で学校へと繋いだ事例である。結果から述べると，この児童は現在

定期的に別室登校することができており，教育相談課が今年度より実施している「出張

自立支援教室」における小集団活動に参加することもできるようになっている。支援員

が児童との関係性を築き，安心して学校へ足を運ぶきっかけを作ったこと，学校も担任

のみならず教育相談支援員や校長先生も積極的に児童に関わる場面を何度も設定し，関

わりを深めてくれたことが全てプラスの要因になった。チームとして連携し，切れ目の

ない支援をしたために，様々なことがマッチングした結果と言える。 

２ 「作業仮説２」の結果と考察 

【結果】 

教育相談課の自立支援教室である「きら星学   

級」及び「むぎほ学級」,相談チーム「はりゆ  

ん」を合わせた合同チームで，週に１回 30 分の  

「BM」を実施した（図７）。「きら星学級」  

「むぎほ学級」ともに支援員１対１のマンツーマ  

ン支援を基本としているため，支援員が主となっ  

解決思考のブリーフミーティングを定期で実施し，多面的・多角的な視野から支援計画を作成（修正）

することで、児童生徒の「個別最適な支援」ができるであろう。  

 

図７  B M の様子（合同研修）  
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て児童生徒のアセスメントを行い，個々人  

の興味関心に寄り添う形で計画を立て，支  

援を行っている。  

「BM」では支援員が抱えるケースの困  

 り感を共有し，これまでの支援の実際を事  

例として報告・共有した後に，それぞれが  

具体的な行動レベルで考える「解決思考」  

で様々な意見を出し合うことができた。  

また，きら星・むぎほ支援員である全 14  

名に「 BM」ふり返りアンケートを採った（図８）。質問１「『 BM』を実施することで，

多面的・多角的な支援計画の作成に有効だったか」と質問２「『BM』を実施すること

で，新たな気づきや発見に繋がったか」においては 100%近い肯定意見となった。質問

３｢『BM』を実施することが『個別最適な支援』を計画する際に必要だったか」におい

ても９割を超える肯定意見の中で，７％の否定的意見が出た。記述によるふり返りは下

記の通りである（図９）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【考察】 

児童生徒と直接関わる支援員が自己のこれまでの支援をふり返り，パターン化された  

思考に幅を持たせることがこの「BM」でできた。質問３における否定的意見では，支

援の中で児童生徒の状況が好転している場合のゴール設定が難しい」とあったが，

「 BM」は児童生徒へよりよい支援をするために，現時点の子どもたちの様子を踏まえ，

更に一歩先へ進むための新たな視点を探るため，必要だと捉えることができる。現時点

で持ち得ている課題の有無に関わらず「 BM」の手法で新たな一手となる支援策を講じ

るのは，児童生徒の支援の幅を広げることからも有効な手立てになることは，支援員ア

ンケートの結果からも有効と言える。支援員自身がこれまでの支援をふり返る絶好の機

会となり，他者の新たな考えを取り入れることによって，思いがけない児童生徒の一面

を見つけ出すことにも繋がっていくと考える。 

３ 「作業仮説３」の結果と考察   

 

 

【結果】 

 支援経過報告書では支援の観点に加え ,「成果や変容」「課題」「支援策」を具体的  

きら星学級での支援による児童生徒の変容について具体的に可視化できる報告書を作成し，終結を見据え

た情報共有を学校と実施することで，繋ぎにおいて切れ目のない支援ができるであろう。  

 

＜ B M を自らの支援にどのように活かしたか＞  

・自分一人では思いつかなかった支援の仕方（導入・声かけ・支援の場所等）を知るとこができた。  

・やったことのない新たな試みに挑戦することができた。  

・対応策で出た意見を取り入れ支援したところ，いつもと違う生徒の反応があり新しかった。  

＜ B M について自由意見＞  

・「解決思考」のミーティングなので，まずはやってみようという気持ちになる。  

・自身が事例担当になる際は，自らの支援のふり返りや頭の整理をするよい機会となる。  

・他の事例を基に考えることで，自分のスキルを磨く（能力を伸ばす）ことができた。  

・困っていることをみんなにも分かってもらえて安心することもできる。  

 

図８「 B M」に関するアンケート（支援員対象）  

図９  「 B M」に関するアンケート  一部抜粋（支援員対象）  
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に表記し，支援の詳細や子の変容，先の見通しを示すことで終結後の支援を具体的に計       

画支援経過報告書では支援の観点に加え ,｢成果や変容｣｢課題｣｢支援策」を具体的に表

記し，支援の詳細や子の変容，先の見通しを示すことで終結後の支援を具体的に計画す

るための重要な役割となった。報告書のみならず実際に対面して情報共有を行うことで，

児童生徒支援に効果が感じられたとする学校は 87%を超えた。  

【考察】 

毎月の報告書を通して，児童生徒の個に応 

じた支援の実際を記載し，あらゆる活動の中   

での内的外的変容を記録することができた。  

支援員はこの報告書を基に，次なる一手とな  

る支援計画を再検討し支援について見直すこ  

とに繋がった。また，切れ目のない支援を現  

実的なものにするため今できることを明確に 

し，学校との情報交換会を持つことは有効で  

ある。きら星が終結を見据えた支援をする中  

で，学校も支援策を再構築する必要がある。  

そのために双方の連携強化は必須で，報告書は学校と確実に共有する必要がある。  

 

Ⅶ 成果と課題 

 １ 成果 

  (1)教育相談課における合同チームで解決思考の「 BM」を定期的に実施することで，

参加した支援員が自己の思考の偏りに気づき，新たな視点で支援計画を立てるこ

とができた。  

  (2)児童生徒が「個別最適な支援」を受けることで，新たな発見や学びに繋がり，自

己の良さに気づくきっかけを作り出すことができた。  

(3)切れ目のない支援をするために，終結を見据えた在籍校との情報交換会を持つこ

とで，関係職員と児童生徒の現状把握や変容を共有し，学校における具体的な支

援計画を立てるために有効であった。  

 ２ 課題 

  ( 1)学校と連携を密にし，支援経過報告書について丁寧に共有する必要がある。  

  ( 2 )学校は，児童生徒支援の一部を「きら星学級」が担っていることを正しく認識し，

終結後の支援体制を丁寧に構築することが重要である。  
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